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１．調査の概要  

 １）調査目的  

  卒業後 3 年が経過した卒業生へのアンケートを送付し、定着状況や当時の就職支援に

ついて回答してもらい、今後の就職指導及び学習指導の参考とする。  

  

 ２）調査対象  

  郡山女子大学短期大学部の令和 3 年度卒業生  

 

 ３）アンケート期間  

  令和 6 年 7 月 19 日～令和 6 年 9 月 13 日 

 

 ４）送付数  

  短期大学部 256 名（内訳：健康栄養学科 36 名、幼児教育学科 142 名、地域創成学科

75 名、専攻科 3 名） 

  ※20 名が未達返却   

 

 ５）回答率  

短大 37 名（15.7％）（内訳：健康栄養学科 5 名、幼児教育学科 23 名、地域創成学科 9

名、専攻科 0 名）  

  ※未達分を除いて回収率を算出  

 

２．回答状況について  

  令和 3 年度就職決定者（2021 年 3 月卒業）は 256 名おり、全員を対象として発送した

が、返送は 20 名となっている。  

 回答率は発送人数に対して 15.7％（前年度 13.7％）である。  

 

３．卒業後の就職状況について  

  回答があった 13 名に関して、卒業後就職した勤務先で働いているかと尋ねた。8 割以

上の学生が継続勤務をしており、就職サポートが概ね良好であったことが伺える。  
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図１．就職状況  

 

４．就職活動を終えて自分に不足していたと感じたもの  

就職活動後に自分に不足していたものを「一般常識」「専門知識・技術」「取得資格」

「コミュニケーション能力」「積極性・行動性」「就職への意欲」「就職情報量」「パソコ

ン操作」「社会人としてのマナー」「特にない」「その他」の 11 項目で回答を求めた。  

 「積極性・行動力」が最も高く、1/4 の学生が自発的行動の不足を感じていた。「専門

知識・技術」、「パソコン操作」については現場で求められるスキル、「就職への意欲」、

「就職情報量」については就職自体が自分事として捉えられず、活動後に不足について

痛感したと思われる。  

 

図２．就職活動を終えて自分に不足していた能力  

 

５．大学時代に学んだ専門分野は現在の仕事とどの程度関連があるか  

専門分野を生かした就職できているかを「大いに関連がある」、「やや関連がある」、「あ

まり関連がない」、「全く関連がない」の 4 項目で回答を求めた。  

「大いに関連がある」と「やや関連がある」を合わせると約 8 割となり、短大は 2 年

間の学びで地域貢献を目的としているため、卒業生は専門分野と関連の深い就職だった

ことが示唆される。  

 
図３．専門分野と仕事との関連  

 

６．大学時代に身につけておくべきであると思うもの  

大学時代に身につけておくべきであると思うものを「大学・短大で学んだ専門知識」、

「分析力・考察する力」、「新たな知識を素早く身につける力」、「プレッシャーの中で力
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を発揮すること」、「時間を有効に使う力」、「他の人と効率よく仕事をする力」「他の人の

知識や能力を結集する力」、「意図を明確に伝える力」、「リーダーシップ」、「パソコン技

術」、「新たなアイディアや解決策を見つけ出す姿勢」、「文章能力」、「その他」の 13 項目

から回答を求めた。  

全般的に突出した回答はない中、約 2 割の卒業生は「時間を有効に使う力」と回答し、

働く者として学生時代とは異なる時間の使い方が求められていると思われる。次いで「意

図を明確に伝える力」、「文章能力」が上げられているが、全般的にそれまでの経験や体

験不足を感じての結果となった。  

 

図４．身につけておくべき力  

 

７．卒業生から在校生へのメッセージ  

 最後に卒業生より、在校生へのメッセージをいただいた。  

 
〇自分の将来のことをよく考えて、頑張ってください。応援しています。    

 
〇不安なことがあったり、社会に出てから自分の能力や人間関係で悩むかもしれません

が、友人などに相談してメンタルを強く保つことが大事だと思います！頑張ってくだ
さい！    

 
〇新人の先生の新しく斬新なアイディアなど、私たちが考えつかない面白い企画を提案

してくれて助かっていることも事実！新人だからといって萎縮するのではなく、自分
の意見をどんどん発揮できるように頑張ってください！応援しています！  

 
〇これからのことを不安に思うかもしれませんが、 1 人で抱え込まず周りの人に相談し

合うことで心に余裕が出てくるのではないかなと思います。社会に出ると、本当にい
ろんな考えを持った人がいて、悩むことも頭にくることもたくさんあります。そんな
悩みを吐き出せるのは今同じ夢に向かって頑張っている友だちだと思います。お互い
励まし合い、慰め合いながら学生生活を満喫して下さい！！    

 
〇一生懸命頑張ってください！    

 
〇学生生活が短いので、悔いなく楽しみながら就職活動を頑張ってください。   
 
〇今を充分楽しみ自分のなりたいものや興味のあるものの道に進んでください。応援し

ています！    
 
〇山あり谷ありだと思いますが頑張ってください。    

 
〇就職活動や社会人になることへの不安は少なからずあるかと思いますが、自分自身と

よく向き合い、気持ちに正直に、そして素直にいることができたらきっと大丈夫です。
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応援しています。    
 

〇就職活動大変だと思いますが、大変だからこそ自分だけで抱え込まず、周りの人をた
くさん頼ってください。応援してます。    

 
〇辛いこと大変なことたくさんあると思いますがそこを乗り越えたら大きな力に変わり

ます。頑張ってください！    
 

〇無理せず自分らしく頑張ってくださいね！    
 

〇様々な園を見学することが大切だと感じた。    
 

〇何事も自分ごとに、積極的に掴みにいって下さい。    
 

〇選択肢はたくさんあるので、自分が 1 番輝けると思う場所で頑張ってください！  
  


